
活動内容と成果
1年目のザゼンソウ保全面積は、区域の60%を予定
していたが、64%と上回った。また、積極的な啓蒙活
動、写真展等の甲斐あって、保全に対する参加者の意
識に変化がみられ、インストラクター候補やボラン
ティア登録システムの構築が大きく前進した。
これらの活動により活動の認知度も上がり、自治体、
友好都市、大学、ボランティア団体等の連携も構築で
き、次年度への継続事業展開の方向性が見えてきた。

活動内容と成果
初年度として町、研究者、建設業者、環境コンサルタ
ントにヒアリング及び環境配慮型工事の現地視察を
実施した結果、「保全すべき河川環境」の認識に差が
あることがわかった。私たちが保全すべきと考える
のは、地域に古くから残り人が利用し続けてきた自
然環境のことである。この指標を建設工事の仕様に
取り入れてもらうには、町発注の小規模工事から始
めることが良いのではないかとなった。大台町と話
し合いながら、事業の具体的スタートにおいて合意
形成ができたことが成果である。

課　題
ザゼンソウを保全するには、冬季の少雪による水源
の減少、害獣となる鹿が入り込まないための湿地保
護、それに伴う保全作業員の確保など、様々な課題が
ある。

目　標
生息環境が保全され、ザゼンソウの株数が増加する。
また、保全継続のためのボランティア参加者を確保
する。

課　題
自然体験等により普及啓発活動に努めてきたが、河
川環境に大きな効果があるのが河川工事である。河
川工事には環境保全指針があるものの、配慮されて
いないと感じる。

目　標
大台町内の公共工事における環境配慮行動の増加に
より、宮川上流の自然環境が保全される。

（特非）　D・B・Cグループ

（特非）　大杉谷自然学校

絶滅寸前ザゼンソウとその環境の保全活動

建設工事における環境配慮行動の推進

ザゼンソウ保全作業

大台町役場にて事業説明

ザゼンソウ生息域の倒木などの
かたづけ作業

夜間潜水生物調査

実　践

つづける助成

1年目

実　践

ひろげる助成

1年目

調査・保全計６回の
参加者数 65 人

事例収集 10 件

歴史啓発講座参加者数 50 人

夜間調査で
確認した魚種 23 種

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 50 ％

目標達成度 81 ％

目標達成度 20 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
ザゼンソウ保全をボランティア作業
で行ったため、参加者に活動を継続
していく重要性を理解してもらうこ
と。

■工夫した点
但馬内のザゼンソウの希少性・重要
性を、調査・歴史・保全・啓発と分か
りやすく展開したことで興味のある
方々が参加しやすかった。

■苦労した点
相互利益の構造提示、落としどころ
の創出、協力者の確保。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、勉
強会自粛。

■工夫した点
実地訪問を含む事例収集を精力的に
取り組んだ。また、工事と環境配慮
の実情の聞き取り、関係構築に努め
た。

1年目の事業で、害獣対策と同等に重要度の高い、気候変動による水源の確保の重
要性が分かった。そのために、作業員の募集や、作業の質の向上、チームワークな
どを意識して、今後も講習を開催していく。

人と自然が共生する大台町版公共工事モデルを示すことで建設工事における環境
配慮行動の推進を行う。大台町版公共工事とは、大台町独自の環境配慮指針を公共
工事仕様に取り入れ、地域環境を保全することである。
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